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主人公がコンクールに
向けた練習をしなが
ら、クラスとして一つ
にまとまることの大切
さに気付いていく物語
を通して、学級や学校
の一員としての自覚を
もち、自分自身の役割
と責任を考えて、それ
を果たそうとする態度
が大切であることにつ
いての考えを深める。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　先輩の話を聞いた時、
「僕」はどんな気持ちに
なっただろうか。
【考えよう／意見交換】
　「僕」が「きっと来年
は実行委員になるぞ！」
と決意したのはなぜだろ
うか。「僕」が考えたこ
とを出し合ってみよう。
【見つめよう】
　集団の中の一員として
行動するときには、どん
な心で取り組んだらよい
と思うか。ノートなどに
書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　身の回りの災害には、
どんなものがあるか。
【考えよう／意見交換】
　災害時に予想されるこ
とについて、日頃からど
んなことに気をつけ、ま
た、どのような備えをし
ておけばよいと思うか、
話し合おう。
【見つめよう】
　常に安全を心がけるた
めに、どんなことに気を
つけなければならないと
思うか。ノートなどに書
き出してみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　みゆきから逃げるよう
に駆けだした真理子の心
と行動について、自分な
らどのように思ってどの
ような行動をするか、考
えたことをノートなどに
書いてみよう。
【考えよう】
　由里の悪口を言う恵子
と話しをしていて、みゆ
きを思い出した真理子
は、どんなことに気がつ
いたのだろう。考えたこ
とをノートなどに書いて
みよう。
【見つめよう】
　本当の友達をつくって
いくために大切なことは
どんなことか。ノートな
どにまとめてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　なぜ「私」は、疲れた
とかひと休みしてなどと
は言えなかったのだろう
か。考えたことをノート
などに書いてみよう。
【考えよう】
　おじさんとおばさんに
とって、一つ一つの作業
は、どんなことにつな
がっているのだろうか。
考えたことをノートなど
に書いてみよう。
【見つめよう】
　仕事をするということ
はどんなことだと思う
か。ノートなどに書いて
みよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　森田さんの丁寧な説明
を聞いて、ますますプレ
ゼントしたくなった
「私」は、「水引」のど
んなところに引かれたの
だろう。理由と合わせ
て、ノートなどに書いて
みよう。
【考えよう】
　一つ一つの結びに気持
ちを込めて作ったという
森田さんの話から、どん
なことを感じたか。思っ
たことをノートなどに書
いてみよう。
【見つめよう】
　日本の伝統的な文化を
受け継いでいくためには
どんな心をもって接して
いきたいか。ノートなど
に書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　少女は切れに縫い取り
をしながら、どんなこと
を思っていたのだろう
か。
【考えよう／意見交換】
　クラス旗を作り上げた
級友たちは、どんなこと
を思って、少女が渡した
切れを中心に置いたのだ
ろうか。話し合ってみよ
う。
【見つめよう】
　あなたは友達にとっ
て、どんな存在でありた
いと思うか。ノートなど
に書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　なぜ蓮は心配し続ける
母を不機嫌な顔で見てい
たのだろうか。
【考えよう／意見交換】
　バスの中で、蓮はどん
なことを考えていたのだ
ろうか。蓮になったつも
りで考えたことを出し
合ってみよう。
【見つめよう】
　この授業を通して親や
祖父母、家族に対して
思ったことをノートなど
に書いてまとめよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　ロビンの作ったバイオ
リンからラベルを剥が
し、自分のラベルを貼っ
たフランクは、どのよう
なことを思っていたのだ
ろう。フランクになった
つもりで、考えたことを
ノートなどに書いてみよ
う。
【考えよう】
　自分を取り戻そうとす
るフランクは、ロビンに
対してどのような手紙を
書いたのだろうか。考え
られる内容をノートなど
に書いてみよう。
【見つめよう】
　自分がしてしまったあ
やまちや後悔の気持ち
は、どんなふうに見つめ
ればよいだろうか。ノー
トなどに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　主人公は、どんなこと
から「おやじみたいな生
き方も悪くはない。」と
思い始めたのか。
【考えよう／意見交換】
　主人公は、これからど
んなことを思いながらパ
ン屋の仕事に向き合って
いくだろうか。考えたこ
とを出し合ってみよう。
【見つめよう】
　将来自分が働くとき、
仕事に対してどのように
向き合うことが大切だと
思うか。ノートなどに書
いてみよう。

【考えよう／意見交換】
　「無理なのかもしれな
い」と感じる選手もいる
中、なぜ朝原選手は諦め
ずにいられたのだろう
か。話し合ってみよう。
【考えよう】
　パスが成功し、さらに3
位が確定した時の「やっ
たー！」には、どんな思
いが込もっているだろ
う。
【見つめよう】
　困難に直面しても諦め
ないで乗り越えるために
必要なことは何か。ノー
トなどに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　なぜ亜起子は、麻衣子
から「亜起子、聞い
て。」と言われても無視
して、自分の教室に戻も
どっていったのだろう
か。考えたことを出し合
おう。
【考えよう】
　あなたが亜起子だった
ら、麻衣子が書いた交換
ノートの長いメッセージ
にどんなことを書くか。
ノートなどに書いてみよ
う。
【見つめよう】
　行動や感情の行き違い
「許せない。」と思った
とき、どのように考え、
どのように行動すればよ
いだろうか、ノートなど
に書いてみよう。

亜起子の麻衣子に対す
る思いを通して、自分
の考えや意見を相手に
伝えることの大切さ
や、それぞれの立場や
考え方を尊重すること
の大切さを理解し、寛
容の心をもって相手に
接し、自らを高めてい
こうとする心情を深め
る。

特別活動

B-9 相互理解、寛容

考えを伝え、理解し合
う
17 約束

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　「自分で生きることを
選び取ったいのち」とい
うことから、現在の自分
に対してどんなことを思
うか。思ったことを出し
合ってみよう。
【考えよう】
　周囲にいる人全てが
「自分で生きることを選
び取った」人である、と
考えたとき、その命に対
してどんなことを思う
か。ノートなどに書いて
みよう。
【見つめよう】
　「かけがえのない命」
という言葉から連想する
ことを書き出してみよ
う。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　監督からの指示に従う
ために、明夫たちが取っ
た行動やその判断のどこ
に問題があったと思う
か。
【考えよう／意見交換】
　他にどのような方法や
判断の仕方があったと思
うか。理由も含めて話し
合おう。
【考えよう】
　痛みがぐっと増してく
るのを感じていた明夫は
どんなことを考えていた
だろうか。
【見つめよう】
　ルールやきまりとは何
か、ノートなどにまとめ
てみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　ペアになり、「僕」と
こうた君の役に分かれ
て、出会った時から自由
時間の終わりまでの様子
を再現してみよう。そし
て、なぜ「僕」は、自分
からこうた君の手を引っ
張る気になれなかったの
だろうか。話し合ってみ
よう。
【考えよう／意見交換】
　なぜこうた君は、寄せ
書きに二人の笑顔とうち
わを描いたのだろうか。
話し合ってみよう。
【見つめよう】
　「思いやり」とは、ど
のよ
うなものか、考えたこと
をノートなどに書いてみ
よう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　通学路でまりこが見聞
きしたり気がついたりし
ていることは、私たちが
気づくことのできないこ
となのだろうか。考えを
ノートなどに書いてみよ
う。
【考えよう】
　まりこに聞かせたくな
い言葉を吐はく人と、毎
日
まりこに声をかけてくれ
る人たちは、それぞれど
んな気持ちでまりこを見
ているのか。考えたこと
をノートなどに書いてみ
よう。
【見つめよう】
　差別や偏見のない社会
にしていくためには、一
人一人がどのような心を
もつことが大切だと思う
か。書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　アメリカの高校生の質
問に、あなたはどんなこ
とを感じたか。
【考えよう】
　東日本大震災の時に
とった日本人の行動が、
「世界中から称賛され」
たということから、あな
たはどんなことを感じた
か。
【考えよう／意見交換】
　世界の人に日本のこと
や日本人のことを知って
もらうために、私たちに
必要なことは何か話し
合ってみよう。
【見つめよう】
　あなたが大切にしたい
と思っている日本の文化
や風土に対して、どのよ
うに関わっていきたいと
思うか。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　宗佑のことをブログに
書き込み、コメントとア
クセス数が増えていった
時、博史はどんな気持ち
だっただろうか。
【考えよう／意見交換】
　博史のどのような判断
や行動が問題だったと思
うか。話し合ってみよ
う。
【考えよう／意見交換】
　宗佑が今日一日をどの
ような気持ちで過ごした
のか考え、自分が博史
だったらどうすべきだっ
たか、考えたことを出し
合おう。
【見つめよう】
　「個人の自由」と思え
ることであっても、実際
に行動に移すときには、
どんなことを考えて判断
したらよいだろう。ノー
トなどに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　中学校に入ってから、
誠一がなんとなく人と違
うことをするのが不安に
なったのは、どんなこと
を思っていたからだろう
か。
【考えよう／意見交換】
　なぜ誠一は、宮野先生
の感想を聞いてうれしい
と思ったのだろうか。考
えたことを出し合おう。
【見つめよう】
　自分自身で、いちばん
伸ばしたいと思っている
ことはどんなことか。そ
のために、どんな努力を
しようと思うか、という
ことも加えて、ノートな
どに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

1
週

2
週

3
週

かけがえのない仲間
5 旗

特別活動 家庭科

自己責任の大切さ
3 博史のブログ

親への感謝
6 君が生まれた日

総合的な学習の時間、
特別活動

家庭科

　
道
　
徳

4
週

B-6 思いやり、感謝

総合的な学習の時間、
特別活動

美術、技術、総合的な
学習の時間

地理、理科

相手に届く心
10 うちわと涙

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　戦後、又野さんがツル
の羽数調査から始め、ツ
ルの餌づけに尽力したの
はなぜだろうか。考えた
ことを出し合ってみよ
う。
【考えよう／意見交換】
　なぜ又野さんは、「出
水で（ツルを）預かって
いる」という言い方をし
ているのだろう。考えた
ことを出し合ってみよ
う。
【見つめよう】
　今目の前にある自然の
姿は、その場所だけでの
保護や保全の努力では守
れないとすれば、私たち
はどんなことを考えれば
よいだろうか。ノートな
どに書いてみよう。

環境を大切にする
20 飛べ！　出水のツル

C-17 我が国の伝統と文
化の尊重、国を愛する
態度

D-20 自然愛護

常に安全を心がける
19 災害に備える

「僕」と「こうた君」
との間にある思いを考
えることを通して、他
の人々に対する思いや
りの心の在り方や、そ
れに感謝する心の在り
方を考えようとする心
情を深める。

「水引」に魅せられ、
その歴史と心配りの文
化に触れて感動する
「私」の様子を通し
て、日本の優れた伝統
と文化について理解
し、誇りをもってそれ
らを継承していこうと
する心情を深める。

出水のツルの給餌管理
員・又野末春さんの、
ツルとの心のつながり
から愛護し守ろうとす
る姿を通して、環境を
大切にし、進んで自然
の愛護に努めるために
は、どのような見方や
考え方をすべきかにつ
いて考え、進んで自然
を愛護しようとする心
情を深める。

文化の継承と発展
16 思いを結び、人を結
ぶ水引

母親を疎んじている主
人公が、自分を取り上
げた助産師から出生時
の話を聞き、親の心に
気付き始めた姿を通し
て、父母を敬愛し、家
族とのかかわり方や自
分の役割を考えて行動
しようとする意欲を高
める。

ロックバンドに夢中に
なり、家業のパン屋を
疎んじていた主人公
が、亡くなった常連の
おじいさんが生前にし
ていた話を思い出し、
家業を見直すという物
語を通して、勤勉に働
くことによって得られ
る充実感に気付き、生
きがいのある人生を実
現しようとする心情を
深める。

ぶどう園の収穫作業を
手伝い、一房のぶどう
にかける労力と思いに
ついて知った「私」の
体験を通して、働くこ
との意義についての考
えを深め、働きがいに
ついて考えようとする
心情を深める。

「酒田大火」の記憶と
教訓を新たにしようと
する新聞記事の内容を
通して、自分自身の身
の回りの備えについて
考え、安全に生活しよ
うとする意欲を高め
る。

特別活動 総合的な学習の時間 理科、総合的な学習の
時間

勤労の意義
15 一房のぶどう

A-1 自主、自律、自由
と責任

C-14 家族愛、家庭生活
の充実

C-13 勤労 C-13 勤労 A-2 節度、節制

働くことの意味
9 クリームパン

博史の行動や判断と、
それをされた側の様子
を考えることを通し
て、自分で考えて判断
し、自分の行動に責任
をもとうとする心情を
深める。

充分な時間のない中で
制作し失敗に終わった
バイオリンを、弟子が
作った優れたできばえ
のバイオリンと取り替
えて賞賛された職人の
葛藤と、それを謙虚に
見つめる弟子の姿を通
して、過ちとその苦し
みをどのように乗り越
えていくかを考え、よ
りよい生き方を志そう
とする心情を深める。

オリンピック・パラリ
ンピックの開催に向け
た「おもてなし親善大
使」の研修を受けた
り、実際に他国の人と
会話をしたりして、他
国の人と接することの
実感を深める七恵たち
の様子を通して、日本
人としての自覚をもっ
たり、他国の文化を尊
重したり理解したりし
ようとする心情を深め
る。

みゆきと真理子の気持
ちが行き違う様子を考
えることを通して、友
情の尊さを理解し、心
から信頼できる友達と
は何かを考えて、悩み
や葛藤を経験しながら
も人間関係を深めてい
こうとする心情を深め
る。

家庭科、外国語 美術、家庭科、特別活
動

【考えよう】
　「日本では当たり前の
ことでも、他の国では当
たり前ではない」という
ことから、他国の人と接
する際にはどんなことが
大切だと思うか。ノート
などに書いてみよう。
【考えよう】
　外国の人にすき焼きの
説明をする由美の様子か
ら、気づいたことを挙げ
て、ノートなどに書いて
みよう。
【見つめよう】
　日本で出会う他国の
方々に対して、どのよう
な思いをもって接したい
と考えるか。ノートなど
に書いてみよう。

C-17 我が国の伝統と文
化の尊重、国を愛する
態度

B-8 友情、信頼

音楽、総合的な学習の
時間、特別活動

自己の弱さや醜さと向
き合う
8 偽りのバイオリン

世界の人々と関わる
12 「私は、『おもてな
し親善大使』」

信頼できる友達
14 いつも一緒に

C-15 よりよい学校生
活、集団生活の充実

協力して取り組む
18 合唱コンクール

D-22 よりよく生きる喜
び

C-18 国際理解、国際貢
献

B-8 友情、信頼

日本人としての自覚
2 言葉の壁は「日本舞
踊」で乗り越えた

発
問
・
学
習
活
動

音楽、技術 外国語、総合的な学習
の時間、特別活動

特別活動

「日本人のもつ心と文
化を大切にし、国際社
会にその独自の良さを
伝えるとともに、文化
の力で平和な世界を実
現したい」という筆者
の願いに触れることを
通して、日本人として
の自覚をもって国際社
会に向き合おうとする
意欲を高める。

転校直後にけがをし
て、親しい友達ができ
ないまま学校を休んで
いる少女の、窓から見
える旗に寄せる思い
と、その思いを知っ
て、少女のことを思い
やる友達の心について
考えることを通して、
友情を大切にし、育て
ていこうとする心情を
深める。

特別活動 特別活動 保健体育

200メートルを40分かけ
て歩くまりこが見てい
る世界と、彼女の周り
の人々の様子を考える
ことを通して、無知無
理解から生じる誤解や
偏見があることに気付
き、それを乗り越えた
見方・考え方をするこ
とで、誰に対しても公
平に接し、差別や偏見
のない社会の実現に努
めようとする心情を深
める。

筆者の言う「産声」の
もつ意味を知ることを
通して、命は家族が心
から待ち望んでいたも
のであるとともに、
「自分で生きることを
選び取った」ものであ
るという認識を深め、
自他の命を尊重しよう
とする心情を深める。

きまりより自分達の都
合を優先した明夫の姿
を通して、法やきまり
の意義やそのよりよい
在り方について考え、
それらを自ら進んで守
り、住みよい社会をつ
くろうとする心情を深
める。

誠一の思いや行動につ
いて考えることを通し
て、現在の自分を見つ
め、自己の向上を図ろ
うとする意欲を高め
る。

4人の選手の達成感を通
して、困難に直面して
も自分の可能性を信じ
て、強い意思をもって
目標を達成しようとす
る心情を深める。

強い意志をもつ
13 願いのバトン

C-11 公正、公平、社会
正義

D-19 生命の尊さ C-10 遵法精神、公徳心 A-3 向上心、個性の伸
長

A-4 希望と勇気、克己
と強い意志

差別や偏見のない社会
1 誰も知らない

かけがえのない命
4 あなたの「生きよう
とする力」

4月 5月 6月 7月

きまりの意義
7 キャッチボール

自己の発見と伸長
11 自分らしさとは

○本資料は、中学校「特別の教科　道徳」の年間指導計画において、「学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材・学習活動」についての参考資料となります。
○基本的な考え方としては、学習指導要領に掲げられた同一の内容項目に対して、教科書で２教材を用意しているものについては、そのうちの１教材を挙げています。
○なお、「感染症対策の観点から、指導順序を変更することが考えられる教材・学習活動」については、該当する教材はありませんので、示していません。
○本資料は、各学校の状況によって、年度当初に予定していた学習内容の指導を、本年度中に終えることが困難な場合に、学校における学習活動を重点化する際の参考
　資料としてご活用ください。
  そのうえでなお、学習内容を年度内に終えることが困難な場合は、年度内に全ての内容項目を取り上げることを念頭に、次年度に送る等の対応も考えられます。各学
  校の状況に応じて、適切にご判断ください。なお、次年度に送る場合には担当教員間の引継ぎにご配慮ください。

年間指導計画参考資料（中学校　特別の教科道徳）

……　学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材・学習活動
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教材名

ねらい

関連教科等

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　カンニングしたと言い
立てられたＴ子さんが、
泣き叫んで走って行った
あと、胸を反らせて発言
した「私」に対して、ど
のような感想をもった
か。発表しよう。
【考えよう／意見交換】
　筆者が“悪事”を語っ
て聞かせるのはどんな思
いからだろうか。話し
合ってみよう。
【見つめよう】
　このようなことを起こ
さないために、私たちが
すべきことはどんなこと
だろう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう／意見交換】
　「あなたのお幸せを
祈っています」と言った
子どもの言葉からどんな
ことを感じ取ったか。
思ったことを出し合って
みよう。
【考えよう／意見交換】
　「何よりも、関心を
もっていただくことだ」
と言う黒柳さんは、私た
ちにどのようなことを期
待しているのだろうか。
話し合ってみよう。
【見つめよう】
　日本人として、世界の
平和と発展のために、ど
んなことを考え続けてい
きたいと思うか。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　採用試験に失敗した
「私」はどんなことを
思って故郷に戻ったのだ
ろうか。「私」の心に寄
り添って思ったことを、
ノートなどに書いてみよ
う。
【考えよう】
　父の一言で、「私」は
どんなことに気づいたの
だろうか。考えたことを
ノートなどに書いてみよ
う。
【見つめよう】
　これからの自分自身に
関することを判断すると
きに、大切にしたいこと
はどんなことか。考えた
ことをノートなどに書い
てみよう。

特別活動

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　なぜ筆者は引っ越しの
挨拶をされた日、晴れ晴
れとした気持ちで過ごせ
たのだろうか。
【考えよう／意見交換】
「昨日の挨拶」には、ど
んな思いが含まれている
のか、考えたことを出し
合ってみよう。
【見つめよう】
　身の回りの人との生活
において、今後、どのよ
うな心を大切にしたいと
思うか。ノートなどに書
いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　ひろしがアルミ缶回収
運動に疑問を感じていた
のはなぜだろう。
【考えよう／意見交換】
　雪混じりの雨の日にひ
ろしがアルミ缶回収を強
く希望したのはなぜだろ
うか。話し合ってみよ
う。
【見つめよう】
　自分たちのできる社会
への参画について考えよ
う。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　これまでに何かに興味
をもち、それを深く調べ
た経験はあるだろうか。
【考えよう／意見交換】
　なぜ宇吉郎は、仲間に
「無理ではないでしょう
か。」と言われても諦め
なかったのだろうか。考
えたことを出し合ってみ
よう。
【見つめよう】
　これから何か探究する
ときには、どんな思いを
もって取り組んでいけば
いいだろうか。ノートな
どに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

発
問
・
学
習
活
動

D-21 感動、畏敬の念

相手に生きる希望を与
えるために自らを犠牲
にする行為を通し、相
手のことを思い、我が
身を省みない行為の崇
高さに気付き、感動を
深める。

【考えよう】
　稲尾のおばあさんが、
貼り紙でごみ出しのルー
ルを守るように呼びかけ
ていたのは、なぜだろう
か。考えたことをノート
に書いてみよう。
【考えよう】
　子供がけがをした後、
なぜ稲尾のおばあさんは
自分でお金を出して椅子
を引き取ってもらったの
だろうか。考えたことを
ノートなどに書いてみよ
う。
【見つめよう】
　きまりを守ることは、
誰が、誰のどんなことを
大切にすることだと思う
か。ノートなどに書いて
みよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　なくなるまで、ずっと
お母さんに付いていた家
族は、どんなことを思っ
ていたと思うか。考えた
ことをノートなどに書い
てみよう。
【考えよう】
　「母の死が教えてくれ
たこと」とはどんなこと
だろう。考えたことを
ノートなどに書いてみよ
う。
【見つめよう】
　命が終わるとはどうい
うことか、自分が考えて
いることをノートなどに
まとめよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　田上家の完成までに12
年をかけた治助は、どん
な思いをもって建築に当
たったのだろう。考えた
ことをノートなどに書い
てみよう。
【考えよう】
　地域の人たちは、どの
ような思いをもって「飛
驒の匠の家」を現存させ
ているのだろうか。その
思いについて考えたこと
を、ノートなどに書いて
みよう。
【見つめよう】
　住んでいる土地にある
伝統や文化を大切にする
ために、私たちがまずす
べきことはどんなことだ
ろう。ノートなどに書い
てみよう。

発
問
・
学
習
活
動

3月

B-7 礼儀

ひとたびは挫折し、そ
こから逃げ出した
「私」が、父親の一言
から、動物たちへの責
任に気付くというエピ
ソードを通して、自分
の行為が他者に及ぼす
影響について深く考
え、責任を全うしよう
とする意欲を高める。

理科、総合的な学習の
時間

総合的な学習の時間

普段の挨拶だけではな
く、「昨日の挨拶」の
大切さを説く筆者の考
えを通して、礼儀の意
義について考え、より
よい対人関係を築き上
げるための言動を取ろ
うとする意欲を高め
る。

外国語、総合的な学習
の時間、特別活動

私心からだけではな
く、マンションの住人
としての立場からごみ
出しのルール違反に対
してそれを守らせよう
とする稲尾のおばあさ
んの行動を通して、き
まりの意義や自他の権
利を守るための義務を
果たすことの大切さを
考え、進んで規律ある
社会生活を実現させよ
うとする心情を深め
る。

挨拶する心
24 ご挨拶の勧め

家庭科

人工の雪の結晶を作り
出そうと、何度も失敗
をしながら実験装置を
作り上げた中谷宇吉郎
の思いを通して、分か
らないことを探究し続
け、真理や事実を求め
ようとする意欲を高め
る。

世界の中の、悲惨な境
遇に置かれている子ど
もたちについての報告
レポートから課題を見
いだし、その課題解決
を考える学習を通し
て、国際社会における
現実の一側面を認識
し、その解決に向けた
見方・考え方の在り方
を模索し続けようとす
る心情を深める。

A-5 真理の探究、創造 C-18 国際理解、国際貢
献

A-1 自主、自律、自由
と責任

真理を探究し続ける心
27 天から送られた手紙

世界の平和を願う心
30 大人たちの都合で無
数の子どもの命が

誠実さと責任
33 父の一言

規律ある社会の実現
23 淳の住む町

C-10 遵法精神、公徳心

地域の人々の活動に参
加し、そこで作業する
人々と触れ合う潤一の
様子を考えることを通
して、社会の一員とし
ての自覚を深め、さま
ざまな活動に主体的に
参加し、よりよい社会
を協力して築こうとす
る心情を深める。

水不足による不作と貧
困に喘ぐ農民達を救お
うと、山の向こう側に
ある芦ノ湖から水を引
く工事を立ち上げ、苦
難の末に現在も有効に
機能している「深良用
水」の完成にこぎ着け
た大庭源之丞らと、そ
の工事の様子を通し
て、先人達の努力の上
に、今の郷土の姿と自
分たちの生活があるこ
とを認識し、郷土を愛
し、その発展に寄与し
ようとする心情を深め
る。

加害者の経験を綴った
文章を通して、不公平
な態度や同調圧力に流
されてしまう心を見つ
め、あらゆる差別や偏
見のない社会の実現に
努めようとする心情を
深める。

【考えよう】
　たたきつけるような雨
と激しい風の中でも落ち
なかった葉に対して、
ジョンシーはどのような
思いをもったのだろう
か。
【考えよう／意見交換】
　落ちなかった葉が、
ベールマンさんの描いた
絵だったと知ったジョン
シーは、どんなことを
思っただろうか。考えを
出し合ってみよう。
【見つめよう】
　この物語に出会った感
想をノートなどにまとめ
てみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　与右衛門に工事の実施
を頼んだ源之丞は、どの
ような思いをもっていた
のだろうか。
【考えよう／意見交換】
　当時の人々や土地の発
展のための事業が、現在
においても活用されてい
るという事実について感
じたことを出し合ってみ
よう。
【見つめよう】
　今もなお、私たちの生
活を支えている先人たち
の業績に対して、どのよ
うに考え、どのように未
来へとつないでいきたい
と思うか。ノートなどに
書いてみよう。

いじめを許さない心
35 卒業文集最後の二行

C-12 社会参画、公共の
精神

C-12 社会参画、公共の
精神

他者を思う気高い心
22 最後の一葉

助け合う社会を目指し
て
26 アルミ缶回収

社会参加の意味
29 小さな一歩

郷土を思い、未来へつ
なぐ
32 生き続ける遺産　深
良用水

国語 総合的な学習の時間、
特別活動

総合的な学習の時間、
特別活動

地理、歴史

慣習となり、特に目的
を意識せずに行ってい
たアルミ缶回収の意味
を考え始めたひろしの
様子を通して、よりよ
い社会の実現のため
に、社会的な役割と責
任を自覚し、それを果
たそうとする心情を深
める。

C-16 郷土の伝統と文化
の尊重、郷土を愛する
態度

C-11 公正、公平、社会
正義

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　地域の活動に参加した
経験と、その時感じたこ
とをノートなどに書いて
みよう。
【考えよう】
　地域での活動をする
前、潤一に「自分には果
たしてできるのだろう
か。」と不安があったの
はなぜか。その理由を、
自分の経験などと重ねて
考え、ノートなどに書い
てみよう。
【考えよう】
　潤一は、大人の中に混
じってどんど焼きの手伝
いをし、どんな充実感を
覚えたのだろうか。考え
たことをノートなどに書
いてみよう。
【見つめよう】
　地域の活動に参加する
とき、どのような気持ち
をもって取り組もうと思
うか。ノートなどに書い
てみよう。

特別活動

歴史、美術、技術、総
合的な学習の時間

保健体育 総合的な学習の時間、
特別活動

特別活動

【考えよう】
　頂上に到着することが
できなかった公一と正典
は、その時どんなことを
思っていたか。考えたこ
とをノートなどに書いて
みよう。
【考えよう】
　なぜ公一と正典は早朝
トレーニングを始めたの
だろうか。考えられる理
由をノートなどに書いて
みよう。
【見つめよう】
　心や体の安定した、充
実した毎日を送るために
は、どんな心構えをもて
ばいいだろうか。ノート
などに書いてみよう。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　なぜ、「私」の父は、
新聞や郵便の配達に携わ
る人たちへの感謝の気持
ちを挨拶板に書いて、門
に下げたのだろう。考え
たことをノートなどに書
いてみよう。
【考えよう】
　配達の少年は、どうし
て、ヘルメットを脱いで
挨拶板に向かって深々と
頭を下げたのだろう。考
えたことをノートなどに
書いてみよう。
【見つめよう】
　自分の感謝の心が、相
手からまた感謝をもって
返されることについて、
どのように感じたか。
思ったことをノートなど
に書いてみよう。

心遣いと感謝
28 ある元旦のこと

心の弱さ、醜さの克服
31 銀色のシャープペン
シル

家庭科

伝統の技術を生かし、
その技を余すことなく
発揮した川尻治助の業
績と、それを守ってい
こうとする土地の人々
の様子を通して、郷土
の伝統文化を愛し、そ
の価値を認識して発展
させようとする心情を
深める。

夜更かしをして睡眠不
足になり、体調を崩し
たために登頂できな
かった公一と正典の心
情を考えることを通し
て、節度を守り、心身
の健康を保つための生
活習慣を身に付けよう
とする意欲を高める。

元旦の朝、門の受け箱
のそばに下げた挨拶の
言葉に一礼をした少年
の姿と、その様子を目
の当たりにした「私」
の感慨を通して、思い
やりと感謝の心につい
て考え、日々の生活や
今の自分があることを
改めて見つめ直そうと
する心情を深める。

拾ったシャープペンを
自分のものだと言って
しまったために、返す
に返せなくなってし
まった「僕」の行動と
心の葛藤を考えること
を通して、自分の心や
意志の弱さを乗り越
え、誠実で誇りのある
生き方をしようとする
心情を深める。

癌に冒され、ついには
死を迎える母とその家
族の様子を通して、命
あることとそのかけが
えのなさや、生きてい
ることの尊厳について
考え、生きていること
を尊ぼうとする心情を
深める。

発
問
・
学
習
活
動

【考えよう】
　卓也からの電話の後の
「僕」の心の様子を、善
の声と悪の声の役割に分
かれてささやき合って、
感じてみよう。
【考えよう／意見交換】
　思い切り深呼吸をし、
卓也の家に向かって歩き
出した「僕」は、どんな
ことを考えていたか。考
えたことを出し合ってみ
よう。
【見つめよう】
　卓也の家に向かって歩
き出した「僕」に、どん
な言葉をかけたいか。
ノートなどに書いてみよ
う。

郷土の伝統と文化を愛
する
21 飛驒の匠の造った家

生活習慣を見直す
25 自然教室でのできご
と

限りある命
34 母の死が教えてくれ
たこと

C-16 郷土の伝統と文化
の尊重、郷土を愛する
態度

A-2 節度、節制 B-6 思いやり、感謝 D-22 よりよく生きる喜
び

D-19 生命の尊さ

2月11月 12月 1月


